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代史釜ので屯甲乱か叱り、 1こ矢武焚皇七6

と渓爰の英孚が争いました五疉魯教修f町を珍て小た扶海人
おま1あまのお、ー
ナ人皇'

皇爽友皇子側が滅ぼとヒで、●鞍を、ば囚を逆松一伊賀

を亀气、ぜ轟萌靴忙゛と・ろで雲間知出た塑瑞僻;りを
、いう記録があります
くるへ血んがC屯碑

久留信官衙遺跡の閃や建物か '"き電てれでしすのは、このこ弓ち
なんで、太陽が出る方向を意識して建てられたと考えられています。
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また、740年に聖武天皇が来られたゆかりの地とするむきもあります
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やよいじだいくるべいせき

弥生時代の久留倍遺跡

(約2ρ00年前)

市内大矢知町で見つかった遺跡

で、弥生時代(約2,000年前)

にあったムラのーつが確認され

ています

久留倍遺跡では、当時の人び

とが生活に使っていた道具類が

数多く見つかっています。なか
どうたく ぜつ

でも、銅鐸の舌が見つかったこ

とはとても重要です。銅鐸は、
のうこう ぎしき

弥生時代の農耕にまつわる儀式
せいどうき

に使われた青銅器と言われてい

ます

おおやち

こん

3 42と比較すると、石の表面の凹凸

や筋状の加工痕もなくなっています

銅鐸を1暢らすために、銅鐸にあたっ

てすり減ったと判断できます。

4 石の表面の凹凸が観察できます。

胴査・撮影協力 垂県総合博物館

銅鐸の舌とは?

音を鳴らすために、銅鐸

の内部に振り子のように取

り付けられた部品です。

久留倍遺跡の銅鐸の舌

長さ 88Cm、最大径 2.1Cm、重さ 522g

で砂質砂岩という石が加工されています。

上部がえぐり込まれており、その部分に
ひも

紐をくくりつけて、銅鐸の内部に取り付け

ていたと考えられます。右の丸数字の写真

は、電子顕微鏡で詳しく調べた様子です。

これが舌 四日市市立博物館蔵
弥生時代の久留イロ'跡の様子

1 加工した時に石をえぐった加〕霧
が筋状に残るが、角がとれて磨滅

していますこれは紐をくくりつ

けて使っていたためです

2 4と比較すると、石の表面の凹凸

がなくなっていますが、筋状にと

石で磨いた痕跡が残っています



ならへいあんじだいくるべかんがいせき

奈良・平安時代の久留倍官衙遺跡

(約 1300~800年前)

久留倍遺跡のなかでも、特に奈

良・平安時代(約 1,300~800

年前)の役所あとは重要な遺跡
しせき

であることから国の史跡に指定

されました

国の史跡ιL指定され夫部分を

久留倍官衙遺跡と呼んでいます

現在、史跡公園として事を

行っています

目

完成後の公園のイメージ
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円面硯
列,J

奈良時代の円形の硯です

1点のかけら(右下)しか

見つかっていませんが貴重

品です(左上はレプリカ)
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建ちならぶ正倉群と区画溝の様子(右端の溝が区画溝の一辺)
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転用硯
,,"J

容器のふたとして作られた士器ですが、硯はf

重品でしたので、下級役人たちは、代わりに容ヨ

のふたをひっくりかえして使っていました。

墨が付いているので、土器が黒ずんでいます
当時の役所での仕事イメージ

、
.

'

,
ナ

.
、
、

.
評

.
一

,
一
,

ー
ノ



よっかいちだいかんしょあとえど

江戸時代の四日市代官所跡

(約 410 ~ 150年前)

現在の市内中心部は、享保9 (1724)
やまとこおりやま1止ん、きょうわ

年~享和兀 a80D 年の大和郡山藩(今
りょう

の奈良県)領時代を除くと江戸時代を通
てんりょう ばくふりう

じて天領(幕府領)でした。

四日市代官所は幕府領支配の拠点で、

市内北町の中部西小学校の場所にありま

したなお、代官所の建物は明治時代に
うみえけんち

なると、重県庁等として使われていま

したが、明治9 (1876)年にすべて焼

失しました

代官所の堀にかかっていた橋の橋脚(手前が代官所)

発掘展~夏休み!子どものための考古学

平成27年7月29日 0扮~8月23日旧)

四日市市立図書館 2階展示コーナー

四日市市教育委員会社会教育課

四日市市教育委員会平成27年7月29日

、

入れ歯(レプリカ)

ツゲの木で作られた入れ

歯です大きさから女性用

と推定されています

縮寄'余.'16、健}1'
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ちゃわん

ハ碗
からくさ

唐草模様の茶碗です。黒い

筋は、漆をぬって火であぶる

ことによって接着した痕で、

焼きつぎと呼んでます。

明治時代に描かれた代官所の絵
四日市市立博物館蔵

第18回

◆会期

◆場所

◆編集

◆発行
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